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財 政 事 情 
 
 

「滋賀県基本構想～未来を拓く共生社会へ～」の実現に向けて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成21年（2009年）11月 

 



 

                       (   内の順位は、全都道府県中数値の大きい方からの順位です。) 

 総面積  4,017.36 k㎡  38位 

   (うち琵琶湖の面積 670.25 k㎡)          市町数  13市13町（H18.3.20～） 

＊H20.10.1国土地理院        

(滋賀県の総面積は総務省統計局) 

 

     人 口  1,380,361  人（H17.10.1現在） 

    31位 

                                   増加率  2.8 ％（対H12.10.1現在） 

５位 

 

                                 世帯数     479,217 世帯（H17.10.1現在） 

    32位 

                                       増加率     8.8 ％（対H12.10.1現在） 

２位 

                                              一般世帯平均人員  2.85 人（H17.10.1現在） 
                                                                     ( 3.02 人（H12.10.1現在）) 

                          ＊人口、世帯数は総務省統計局「国勢調査」 

 

 

 

 

 

     県民所得   335.2 万円（県民１人当たり）            ４位 

＊内閣府「平成18年度県民経済計算年報」 

                        実質経済成長率 3.6 ％（県内総生産(生産側)実質：連鎖方式）９位 

＊内閣府「平成18年度県民経済計算年報」                       

                        県内総生産における第２次産業の占める割合46.7 ％     １位 

＊内閣府「平成18年度県民経済計算年報」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県の姿 

表紙の写真 

 常楽寺
じょうらくじ

（湖南市西寺）   ＜国宝：本堂、三重塔＞ 
 
 ＪＲ石部駅の南東約 3.2 ㎞にある天台宗の寺院。一般に「西寺

にしでら

」の呼び名で親しまれています。奈

良時代中期に良弁
ろうべん

が開いた「阿星山五千坊
あぼしやまごせんぼう

」の中心であり、平安初期には歴代天皇の尊崇が厚かった

といいます。 
山門に続く広い境内の木立の参道の奥に、国宝指定の和様の大きな本堂がどっしりと立ち、古寺ら

しい落ち着いたたたずまいを見せています。また、本堂横の石段を登ると、すぐれた形姿の三重塔が

あり、背後の樹林と美しく調和しています。 
寺宝である仏涅槃図

ほとけねはんず

や浄土曼荼羅図
じょうどまんだらず

、良弁が愛用したと伝えられる錫 杖
しゃくじょう

など、いずれも国指定の

重要文化財で、建造物・彫刻・絵画・工芸品と多彩な古文化財を有しています。 

平成21年10月1日現在（滋賀県統計課） 

  人口：1,402,132人、世帯数：530,281世帯


